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学校のアピールポイントなど

学校案内図

全国学力・学習状況調査の結果から明らかになった現状 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果から明らかになった現状

【安全・安心な教育の推進】 

”本校の多彩な教育活動”

【令和5年度調査結果の概要】 【令和5年度調査結果の概要】 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】 

【学びを支える教育環境の充実】 
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ミニバスケットボール

金管バンドバトン

ボランティアによる日々の読み聞かせや、
「絵本の広場」などの豊かな読書環境

チームで心を一つにし、
たすきをつなぐ区駅伝大会

地域やPTAと連携した
社会総がかりの教育活動

日々の学校の様子を
ホームページで発信
しています。子どもたちの
普段をぜひご覧ください。

ゲストティーチャーによる
本物に触れるものづくり体験活動

個々の力に合わせた
習熟度別少人数学習での
英語学習

一人一台端末を
日々家庭に持ち帰り、
学習などで積極的に活用

保護者や地域の方からも
親しまれ、強い心や身体を
育む伝統あるすもう大会

異学年で協力し合う
たてわり班活動
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【 概 要 】  昨年度、創立１３０周年を迎えた歴史と伝統のある学校です。保護者や地域の方にも本校の卒業生が多く、
地域の人々からも温かく見守られながら教育活動を行っています。

【教育目標】 ｢協同｣｢創造｣｢責任｣を校訓とし、今年度『ちがいを認め合い、夢中になって生き生きと学ぶ子ども』を
テーマに、実践をすすめています。

【 沿 革 】  明治２６年、北新開荘尋常小学校として開校しました。明治３５年、現在の場所に校舎が立てられ、５月１４日を
創立記念日と制定し、昭和２２年、「城東小学校」と改称されました。

○ 令和７年度の全国学力・学習状況調査の｢いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか｣に対して、
最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を９０パーセント以上にする。

○ 令和７年度の全国学力・学習状況調査の「５年生までに受けた授業で、コンピューターなどのICT機器をどの程度使
用しましたかの項目について、「ほぼ毎日」と答える児童の割合を、２０パーセント以上にする。

○ 令和７年度の全国学力・学習状況調査の平均正答率３５％以下の児童の割合を令和３年度より１０％減少させる。
○ 令和７年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査の体力合計点の対全国比の割合を、令和３年度より３ポイント向上

させる。

【国語】 平均正答率において、全国・大阪市平均をどちらも1pt程度上
回った。領域別にみると、「話すこと・聞くこと」においては、全国・
大阪市平均を大幅に上回った。また、「読む」においても若干では
あるが上回った。一方、「書く」では課題がみられる結果となった。

【算数】 平均正答率において、全国・大阪市平均をどちらも1pt程
度下回った。領域別にみると、「図形」においては、全国・大
阪市を2pts程度上回った。一方、「数と計算」では課題が
みられる結果となった。

　今回やこれまでの学力・学習状況調査の結果を踏まえて、各教科、ま
た教科の枠を越えて教科横断的に教育改善に取組むことは大変重要な
ことであると認識している。しかし、各教科の専門的な領域１つ１つにア
プローチするだけではなく、教員における授業全体に対する意識改革も
必要である。児童に１人１台端末（PC）が完備され、学校でのインター
ネット環境も整えられてきた。教員から児童への一方通行の授業から、
児童が課題を自分事として捉え、主体的に調べたり考えたりする、また
児童と児童とが密につながる、ICTを活かした令和の教育スタイルを
探っていきたい。そのために、教員の教材研究の時間を確保するための
働き方改革を進め、時に教員がファシリテーターの役割を担うサポート
の仕方の研修を行っていく。もちろん、国語科では領域「書く」、算数科で
は領域「数と計算」に焦点をあてた指導改善を行い、またこれまで本校
が大切にしてきた教育も継続しながら、ニュースタイルを模索していく。

　本校の男子児童における結果は、体力合計点で全国平均を2.14pt
下回った。種目別の結果で見ると、３種目（握力、５０ｍ走、ソフトボール
投げ）で全国平均を上回り、５種目（上体起こし、長座体前屈、反復横と
び、２０ｍシャトルラン、立ち幅とび）で全国平均を下回った。
　本校の女子児童における結果は、体力合計点で全国平均を0.36pt
下回った。種目別の結果で見ると、６種目（握力、上体起こし、長座体前
屈、５０ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ）で全国平均を上回り、２種
目（反復横とび、２０ｍシャトルラン、）で全国平均を下回った。

　本校では、昨年度の「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の
結果を分析し、各学年の年間指導計画を修正した。また、「全国体
力・運動能力、運動習慣等調査」を意識して、調査に必要な運動の
要素・力を養うための体つくりを、体育科学習の軸として各学年
で取組んできた。体育科学習では、リズムジャンプ体操を取り入
れた。その結果、児童は体育科学習の意欲が高まると同時に、運
動をする児童が増加した。また、リズムを運動に取り入れること
で、マット運動やとび箱運動などの技術の習得に繋がった。今回
の調査結果から、他の児童と比べるのではなく、過去の自分と比
べることが意欲向上、運動能力向上に繋がると考えられる。自分
の「得意」や「苦手」を分析し、過去の自分を超えられるように、自
分に合った運動を行い、友達と助け合い、教え合いながら、体育
科学習を進めていくようにする。また、柔軟性と持久力を高める
ために、楽しみながら柔軟体操を行ったり、ゲーム性を持たせた
持久力アップの取組みを行ったりする。


